
2021～2022年度

滝川ロータリークラブ

会長　　坂本　和繁

■ 例会日：毎週木曜 PM12:30より

■ 例会場：ホテル三浦華園

■ 住　所：滝川市花月町1-2-26

■ 電　話：(0125)-22-3344

■ ＦＡＸ：(0125)-24-2755

■ メール：info@rotary.gr.jp

■ WebSite：www.rotary.gr.jp

幹事報告
1.赤平、砂川、留萌RCより1月の例会プロ

グラムが届いております。


2.事務局阪井さんの年末年始休暇は、12

月29日から1月3日までとなっておりま

す。何かございましたら、幹事の入井ま

でご連絡をお願い致します。

会員卓話
髙橋副会長から「私の履歴書」と題して

卓話を頂きました。これまで会員歴5年で

3回の卓話を経験されましたが、今回は前

職の滝川市役所でのお仕事についてお話

しされました。48年前、昭和48年に滝川

市に奉職され、41年間で4人の首長のも

と、各部署にて経験を積まれたようで

す。その中でも中枢部門での在籍が長

く、ご自身を採用してくれた滝川市の市政の発展、市民福祉の向

上に貢献したい恩返しをしたいという思いのもと、様々な仕事で

成果を残されたそうです。

前回のプログラム [ 半期を省みて ]

－ 半期を省みて －
【理事会担当例会】

<出席>先週までの上半期出

席率は63％でした。前年度

平均が66％なので少し低調

気味です。コロナ控えなど

も影響しお声がけしづらい

状況ですが、出席率の向上

に努めます。 <ﾆｺﾆｺ>上半

期、皆様にご協力いただい

た総額は577,000円です。

これから下半期を迎えるに

あたって、皆様のさらなる

ご協力をお願い致します。 <財団>現在の累計は663,650円です。

財団は寄付ですので、1回だけではなく、2回3回とご寄付いただ

ければありがたいと思います。 <米山>現在の累計は696,000円

で、目標額まであと232,620円となりました。まだご寄付いただ

いてない会員の方は、ぜひ坂本年度でのご寄付をお願いします。


＼(^o^)／ニコニコBOX報告（敬称略）

坂本和繁・髙橋賢司・加藤勇三・神部志乃信・河戸三千之

＜小計12,000円・合計589,000円＞

編集／クラブ会報委員会　　発行日：令和3年12月23日

出席報告　　　12月23日
会員数 病欠 免除 出席 欠席 出席率

84名 1名 7名 45名 39名 55%

■ﾒｲｸｱｯﾌﾟ： 入井浩樹会員(12月12日米山地区委員会)

【 今週の寄付 】（敬称略）
◆財団： 竹田行宏＜累計680,650円＞

第3271回　例会報告　令和3年12月23日（木）
会長挨拶

先週は忘年会で久しぶりの夜間懇親例会でした。素晴らしいジャズ演奏の中、各テーブルでは話に花が咲き、大

変盛り上がったと思います。本日は、半期を省みる例会であります。緊急事態宣言で例会の中止もありました

が、長引くこともなく、それなりに活動ができた上半期ではなかったかと思います。私、個人的に印象に残って

いる例会は第3246回、7月1日の例会です。何と言といいましても会長に就任して最初の例会は、久しぶりに味わ

った緊張感と高揚感であり、新鮮さでありました。初心を忘れず今後も取り組んでまいりたいと思います。さ

て、過去の例会挨拶の中で、税法に関する話をしたことがありますが、その中で変更など、その後の情報として

お伝えしたいことがありますのでお話しします。まず1つめは電子帳簿保存法の改正の件です。アマゾンやカウ

ネットなどのEC事業者から物品を購入するすべての法人、個人事業主の皆さんに関係するもので、令和4年1月1

日からEC事業者の発行するPDFなどの請求書や領収書について、それらを印刷し、紙で保存することが認められ

なくなり、電磁的記録での保存が強制適用されるというお話をしました。しかし、施行直前になって特例的に2

年間の猶予が発表されました。この規定は申請も不要です。したがって厳格にこの改正が適用されるのは令和6

年1月1日からとなりますが、「所轄税務署長がやむを得えない事情があると認めるとき」かつ「電子取引の取引情報のうちPDFなどの電

子データで受領したものを印刷して提示できる、あるいは、提出を求められたときに応じられる状態になっている」としており、従前

のように紙だけの保存ではやはりダメなようです。また、やむを得ない事情についての具体例は示されておらず、いまいちよくわかり

ません。私個人的には法律通りに対応できる法人、個人事業者には予定通り、令和4年1月1日からの対応をお勧めします。元の話は第

3226回の例会報告をご覧ください。もう一つは相続税と贈与税の一体化と、それによって贈与税の基礎控除が廃止されるのではない

か？という話です。こちらにつきましては今回の自民公明税制改正大綱では見送られました。ただし、今回見送られただけで、贈与税

の非課税枠の廃止または縮小は、令和5年以降の改正で再度議論されると思われます。元の話は第3269回の例会報告をご覧ください。


物騒な事件も発生しております。会員の皆さんにおかれましては、様々な事にお気を付けて年末年始をお過ごしください。


